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サルスベリのはなし 2021.08.11 

スベスベした幹が特徴のサルスベリ。中国南部原産のミソハギ科サルスベリ属の夏を代表

する花木です。ツルツル滑ってサルも登れないのが名前の由来とされますが、実際は簡単

に登ってしまうそうです。漢字表記は「百日紅」、ヒャクジツコウと読みます。幹がスベ

スベの理由は、幹の成長に伴って古い樹皮のコルク層が剥がれ落ち、新しい樹皮が次々と

表面に現れてくるから。開花時期が長く、夏の間、100 日間も花をつけていることが漢字

表記の「百日紅」の由来です。また、ちょっと悲しい物語も朝鮮半島に伝えられていま

す。ある村を通りかかった王子が、龍神の生け贄にされそうになった若い娘を見て、龍神

に戦いを挑み見事救出します。お互いに恋心が芽生えた娘に、王子は「百日後には必ず戻

る」と約束していったん村を去りますが、約束通り戻ってきたときには、娘は亡くなって

いました。やがて娘のお墓から 1 本の木が生えて花を咲かせました。その花は、愛しい人

を待ち続けるかのように百日間咲き続けたといわれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


